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７
月
24
日
〜
25
日
の
２
日
間
、

滑
床
渓
谷
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
12
組
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

約
60
名
が
参
加
し
１
泊

２
日
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体

験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
開
講
式
で
は
、
主
催

の
ま
ち
づ
く
り
青
年
会

議
の
メ
ン
バ
ー
が
歓
迎

の
挨
拶
や
日
程
の
説
明

を
行
い
、
そ
の
後
ア
ウ

ト
ド
ア
体
験
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
ポ

イ
ン
ト
は
「
テ
ン
ト
で

１
泊
」、「
ダ
ッ
チ
オ
ー

ブ
ン
を
使
っ
た
料
理
づ

く
り
」
と
「
木
登
り
教

室
」、
そ
し
て
お
も
い

き
り
自
然
を
堪
能
で
き

る
「
川
遊
び
」

で
す
。

　
ま
ず
自
分

た
ち
の
基
地
と
な
る
テ
ン
ト
の
設

営
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
見
本
を
示

し
て
設
営
の
方
法
を
学
び
、
そ
の

後
各
自
で
テ
ン
ト
を
設
営
し
ま
し

た
。

　
夕
食
づ
く
り
は
、
ダ
ッ
チ
オ
ー

ブ
ン
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
作
り
方
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
食
事

づ
く
り
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
つ
く
っ
た
蒸

し
鶏
と
お
い
し
く
炊
き
あ
が
っ
た

ご
は
ん
の
組
み
合
わ
せ
は
ち
ょ
っ

と
し
た
豪
華
メ
ニ
ュ
ー
で
、
参
加

者
は
、
で
き
ば
え
を
確
認
し
な
が

ら
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
夜
の
集
い
は
参
加
者
同
士
が
交

流
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ン
タ
ン
の
明
か
り
の
も
と
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
子
ど
も
た
ち
の

歓
声
が
あ
が
り
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
渓
谷
散
策
と
川
遊
び

で
す
。
渓
谷
を
歩
い
て
目
的
地
の

出
合
滑
に
着
い
た
子
ど
も
達
は
、

ス
イ
カ
割
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
川

に
飛
び
込
ん
で
泳
ぎ
、
沢
を
す

べ
っ
た
り
と
滑
床
の
清
流
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
午
後
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
２
日
間

に
わ
た
っ
て
体
験
教
室
が
実
施
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

木
登
り
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
・

水
辺
の
生
き
物
調
査
等
を
順
番
に

体
験
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
の
一
つ
、
木
登
り
は
正

式
に
は
「
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
」
と
い

う
名
称
の
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
木
登

り
で
、
指
導
者
の
も
と
で
注
意
事

項
を
守
れ
ば
誰
で
も
安
全
に
体
験

で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
自
分
の

力
で
思
わ
ぬ
高
い
と
こ
ろ
ま
で
登

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
上
か
ら
森

を
眺
め
て
大
喜
び
で
し
た
。

　
閉
講
式
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
認
定
証
が
授
与
さ

れ
、
２
日
間
の
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
滑
床
渓
谷
の
自
然
を

感
じ
な
が
ら
家
族
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
７
月
25
日
㈰
に
滑
床
を
愛
す
る

会
の
主
催
で
渓
谷
沢
歩
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
沢
歩
き
は
、
滑
床
ま
つ
り

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り

今
年
も
町
内
外
か
ら
18
名
の
滑
床

フ
ァ
ン
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
滑
床
を

愛
す
る
会
会
長
藤
井
勝
さ
ん
の
案

内
で
、
夏
の
滑
床
渓
谷
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　
川
タ
ビ
を
は
い
て
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
っ
た
参
加
者
は
、
木
漏
れ
日

森の国の夏休み 滑
床
フ
ァ
ミ
リ
ー

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

滑
床
ま
つ
り
２
０
１
０

森
の
国
で
夏
休
み
を
満
喫
！

涼
し
さ
一
番
！

滑
床
沢
歩
き

の
滑
床
渓
谷
や
雪
輪
の
滝
で
の
滝

す
べ
り
で
、
こ
の
夏
一
番
の
涼
を

楽
し
み
、
童
心
に
か
え
っ
て
水
と

戯
れ
な
が
ら
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。

　
四
季
折
々
に
素
晴
ら
し
い
景
観

で
私
達
を
迎
え
て
く
れ
る
滑
床
渓

谷
、
秋
に
は
燃
え
る
よ
う
な
も
み

じ
が
水
面
を
滑
っ
て
い
き
ま
す
。

秋
の
滑
床
も
必
見
で
す
、
み
な
さ

ん
も
身
近
な
場
所
で
自
然
の
息
吹

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

プ
ー
ル

だ
ー
い
す
き
!!

　
元
気
い
っ
ぱ
い
プ
ー
ル
遊
び
を

す
る
保
育
園
児
の
様
子
を
お
伝
え

し
ま
す
。

　
水
の
中
の
子
ど
も
た
ち
は
、
心

も
体
も
解
放
さ
れ
真
夏
の
太
陽
に

負
け
な
い
く
ら
い
輝
い
て
い
ま

す
。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

吉野生保育園
もも組

松丸保育園
ひまわり組

松丸保育園
ばら組
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大　会　結　果 ◎大会新記録　　○大会タイ記録

北宇和郡小学校　水泳競技大会
　平成22年度北宇和郡小学校水泳競技大会が７月27日松野町・鬼北町のそれぞれの会場で実
施されました。
　松野町は松野西小学校が会場となり、町内各小学校の４年生から６年生が炎天下の中熱戦
を繰り広げました。
　夏の光を浴び元気に泳ぐ子ども達にプールサイドから盛んな声援がおくられていました。
　結果は次のとおり（２位入賞者紹介）

選
手
宣
誓
　
東
小
　
竹
内
　
心
君

　　　　　　　　　　　順　　位
 種　　目　 

1　　　位 2　　　位

氏　　名 校　名 記　録 氏　　名 校　名 記　録

男
　
　
　
　
　
　
子

　２５m自由形 岡　田　拳　弥 松野南 20"5 友　　　颯太郎 松野西 22"2
　５０m自由形 山　下　竣　丸 松野西 ◎ 35"4 竹　内　　　心 松野東 37"3
１００m自由形 山　下　竣　丸 松野西 ◎ 1'19"6 竹　内　　　心 松野東 ◎ 1'25"0
　５０m平泳ぎ 中山田　清　二 松野西 48"6 犬　飼　哲　仁 松野西 51"7
１００m平泳ぎ 中山田　清　二 松野西 ○ 1'43"4 犬　飼　哲　仁 松野西 1'47"8
　５０m背泳ぎ 松　本　康　希 松野西 50"7 川　上　夢　叶 松野西 54"7
　７５m個人メドレー 松　本　康　希 松野西 1'14"4 川　上　夢　叶 松野西 1'23"1
　２５mバタフライ 井　上　佳太朗 松野西 ◎ 18"9 松　野　泰　佑 松野西 21"9
　５０mバタフライ 井　上　佳太朗 松野西 ◎ 42"1 松　野　泰　佑 松野西 48"3

１５０mメドレーリレー
松　本　康　希 
中山田　清　二 
犬　飼　哲　仁

松野西 2'17"5

２００mリレー
山　下　竣　丸
井　上　佳太朗 
松　野　泰　佑
上　川　叶　人

松野西 ◎ 2'32"3

女
　
　
　
　
　
　
子

　２５m自由形 板　尾　奈々美 松野南 ◎ 17"8 藤　岡　朱　里 松野東 ◎ 18"4
　５０m自由形 中　井　瑞　希 松野西 ◎ 37"2 板　尾　奈々美 松野南 39"5
１００m自由形 中　井　瑞　希 松野西 ◎ 1'25"7 高　内　美　智 松野東 1'36"0
　５０m平泳ぎ 藤　岡　香穂里 松野東 ◎ 49"4 谷　口　瑞　季 松野西 57"4
１００m平泳ぎ 藤　岡　香穂里 松野東 ◎ 1'45"0 谷　口　瑞　季 松野西 1'58"9
　５０m背泳ぎ 戎　　　亜　未 松野西 45"8 山　本　彩　香 松野西 48"5
　７５m個人メドレー 戎　　　亜　未 松野西 1'09"4 山　本　彩　香 松野西 1'13"1
　２５mバタフライ 山　本　幸　音 松野西 ◎ 19"5 山　本　綾　音 松野西 ◎ 19"6
　５０mバタフライ 山　本　幸　音 松野西 ◎ 44"8 山　本　綾　音 松野西 ◎ 45"4

１５０mメドレーリレー
井　上　結　衣 
谷　口　瑞　季 
山　本　幸　音

松野西 2'22"7
八十島　　　佑 
藤　岡　香穂里 
速　水　穂乃香

松野東 2'25"2

２００mリレー
戎　　　亜　未
山　本　綾　音 
中　井　瑞　希
山　本　彩　香

松野西 ◎ 2'33"2
速　水　彩　華
高　内　美　智 
藤　岡　朱　里
山　崎　莉　来

松野東 2'49"5

オープン

種目
１００mリレー

岡　本　真　人
平　井　大　貴 
平　井　菜　月
上　川　大　輔

松野西 1'14"5
山　下　昂　輝
中　湯　　　華 
川　上　夢　叶
芝　　　脩　人

松野西 1'14"5

竹
本
光
毅
さ
ん
、宇
治
佑
一
郎
さ
ん

夏
の
甲
子
園
出
場

治
佑
一
郎
さ
ん（
宇
和
島
東
３
年
）

が
第
92
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
２
日
目
の
前
橋
商
業
と
の

試
合
で
は
、
３
―
０
と
惜
し
く
も

初
戦
突
破
は
、
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
高
校
生
活
最
後
の
夏
を
甲
子

園
に
か
け
た
高
校
球
児
に
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　
吉
野
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

出
身
の
竹
本
光
毅
さ
ん
、
宇

　
７
月
31
日
と
８
月
１
日
、

埼
玉
県
の
熊
谷
ド
ー
ム
で

開
催
さ
れ
た
全
国
ジ
ュ
ニ

ア
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で 

〝
ツ
ー
カ
ー
25
〞（
豊
岡
前
）

が
女
子
一
部
で
準
優
勝
を
果

し
ま
し
た
。

　
ツ
ー
カ
ー
25
は
、
昨
年
ベ

ス
ト
８
、一
昨
年
は
３
位
で
、

今
年
は
優
勝
目
指
し
て
の
挑

戦
で
し
た
が
、
お
し
く
も
二

連
覇
中
の
作
新
ク
ラ
ブ
に
敗

れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
の

準
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
ま
す
。

大
会
出
場
選
手

　
　
毛
利
　
美
咲
（
高
三
）

　
　
山
木
は
る
か
（
高
三
）

　
　
清
家
真
優
美
（
高
三
）

　
　
平
井
梨
奈
子
（
高
三
）

　
　
毛
利
由
貴
穂
（
高
一
）

ツ
ー
カ
ー
25

　
第
15
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
準
優
勝 
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７
月
18
日
、
消
防
団
夏
期
訓
練

会
が
松
丸
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行
わ

れ
、
岡
本
団
長
以
下
124
名
の
団
員

が
出
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
７
時
30
分
の

召
集
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
各
団
員

が
会
場
に
集
合
し
、
８
時
30
分
か

ら
訓
練
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
大
会
へ
出
場
し
た
第
１
分
団

第
１
部
・
第
２
分
団
第
２
部
に
よ

る
操
法
模
範
演
技
が
行
わ
れ
、
選

手
は
節
度
あ
る
動
作
で
ポ
ン
プ
操

法
を
披
露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

　
演
技
の
後
に
阪
本
町
長
か
ら
講

評
を
受
け
、
徒
歩
部
隊
、
赤
バ
イ

隊
、
自
動
車
部
隊
に
よ
る
分
列
行

進
を
行
い
、
虹
の
森
公
園
河
川
敷

で
一
斉
放
水
を
実
施
し
て
訓
練
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

　
７
月
30
日
㈮
松
丸
駅
前
広
場
で

商
工
会
女
性
部
に
よ
る
〝
ぽ
っ
ぽ

夜
市
〞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ぽ
っ
ぽ
温
泉
前
の

広
場
に
そ
う
め
ん
流
し
や
、
生
ビ
ー

ル
、
か
き
氷
等
の
バ
ザ
ー
や
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
も
特
設
さ
れ
、
涼
を

楽
し
む
人
が
大
勢
訪
れ
ま
し
た
。

　
駅
構
内
か
ら
は
涼
し
げ
な
風
鈴

の
音
色
が
広
が
り
、
夕
暮
れ
の
ひ

と
時
を
楽
し
む
家
族
づ
れ
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
特
設
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

高
校
生
バ
ン
ド
、
ス
タ
ー
チ
ェ
イ

サ
ー
や
ゆ
ず
の
香
り
な
ど
の
演
奏

が
行
わ
れ
浴
衣
姿
の
若
い
女
性
や

子
ど
も
た
ち
が
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
学
生
の
俳
句
表
彰

式
も
行
わ
れ
不
器
男
の
里
の
若
き

俳
人
た
ち
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
６
月
15
日
に
財
団
法
人
松
野
町

観
光
公
社
の
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
21
年
度
決
算
報
告
、
22
年
度

事
業
計
画
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
21
年
度
決
算
状
況
は
、
収
入
総

額
３
億
７
１
４
万
３
千
円
、
支
出

総
額
２
億
７
千
７
５
９
万
５
千
円

で
、
差
引
２
千
９
５
４
万
８
千
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
虹
の
森
公
園
の
お
さ
か
な
館

入
館
者
が
開

園

後

初

め

て
、
前
年
度

を
6.4
％
上
回

る
５
万
１
千

２
８
０
人
を

記
録
し
ま
し

た
。

　
訓
練
会
で
は
、
出
初
式
以
降
の

階
級
変
更
者
及
び
新
入
団
員
に
対

し
、団
長
が
辞
令
を
交
付
し
た
後
、

各
分
団
長
、
副
団
長
の
指
揮
で
人

員
・
姿
勢
・
服
装
点
検
や
機
械
器

具
点
検
が
行
わ
れ
、
各
団
員
は
機

敏
な
動
作
で
取
組
み
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
小
型
ポ
ン
プ
、
自
動

車
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
が
行
わ
れ
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
第
27
回
県
消
防
操
法

平
成
22
年
度

消
防
団
夏
期
訓
練
会

　農林公社では、アグリレスキュー事業の一環と
して草刈作業の受託を開始します。
　料金は、作業員１人当たり時給1,500円を基本と
し現地確認の際話合いの上で決定します。
　作業範囲は、水田周りや果樹園などの農地に限
ります。
申込み・問合せ先　農林公社アグリレスキュー隊

☎42－0344

草刈作業の受託を開始

　
５
月
25
日
に
株
式
会
社
松
野
町

農
林
公
社
の
定
時
株
主
総
会
が
開

催
さ
れ
、
21
年
度
決
算
報
告
、
22

年
度
事
業
計
画
等
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
21
年
度
決
算
状
況
は
、
指
定
管

理
料
を
含
め
収
入
総
額
が
７
千
７

８
７
万
４
千
円
、
支
出
総
額
が
７

千
７
６
３
万
９
千
円
で
、
経
常
利

益
は
、
21
万
５
千
円
と
わ
ず
か
な

が
ら
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
で
は
、
育
苗
事
業
、
ト

マ
ト
栽
培
事
業
、
ア
グ
リ
レ
ス

キ
ュ
ー
事
業
に
取
組
ん
で
お
り
、

昨
年
８
月
か
ら
は
、
マ
ン
ゴ
ー
な

ど
新
規
作
物
の
試
験
栽
培
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

農
林
公
社
決
算
報
告

観
光
公
社
決
算
報
告

商工会
ぽっぽ夜市開催
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平成22年度  コミュニティビジネス講座がはじまりました。
　コミュニティビジネス講座は、住民主体のまちづくりの基本的考え方、地域資源の発掘方法や活用方法について
地域住民自らが学びコミュニティを元気にすることを目的として取組む講座です。
　講座は、３回シリーズで実施され22年７月から23年１月まで各地区で実践活動を行います。
　どなたでも参加できますので興味のある方はご参加ください。
　活動の内容は次のとおりです。

内容とスケジュール

№ 講座 内　　容
講　師

会　場 日　時
会社等 講師名

１ 第１回

10地区を３班に分け班毎の地元学実践指導
７／22日㈭　１班：吉野・蕨生・奥野川(蕨生)
７／23日㈮　２班： 富岡・上家地・目黒・豊

岡前（富岡）
７／24日㈯　３班：松丸・延野 ・々豊岡後（松丸）

（　）＝各班指導会場

愛媛大学
法文学部
教授

藤目節夫氏 各地区集会所

７月22日㈭
７月23日㈮
７月24日㈯

10：00～17：00
各６時間

２ 第２回 進捗フォローと中間報告
愛媛大学
法文学部
教授

藤目節夫氏 商工会館会議室
９月

14：00～16：00

３ 第３回 最終成果報告
愛媛大学
法文学部
教授

藤目節夫氏 商工会館会議室
11月

14：00～16：00

４ パネル展 １月中旬から２月中旬

第１回講座の様子（地元学実施状況）：３日間で約60名が参加しました。
１班：蕨生集会所で地元学 地域資源調査：奥内薬師堂 ２班：富岡集会所で地元学 ３班：町民センター研修室で地元学

地元学実施スケジュール
班 地　　区 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

１班

Ａ地区（蕨生 ） 22日
進捗フォロー
と中間報告 

最終成果
報告

パネル展Ｂ地区（吉野）

Ｃ地区（奥野川）

２班

Ａ地区（富岡・上家地） 23日
進捗フォロー
と中間報告 

最終成果
報告

パネル展Ｂ地区（目黒 ）
Ｃ地区（豊岡前）

３班

Ａ地区（松丸） 24日
進捗フォロー
と中間報告 

最終成果
報告

パネル展Ｂ地区（延野々）

Ｃ地区（豊岡後）

手順　　合同指導会→各地区実践スタート
　　　① 第１回講座：各班Ａ地区の集会所で、３地区合同の

地元学実践の説明と指導。
　　　　・各班のＡ地区は、地域住民10～20人参加
　　　　・各班のＢ地区とＣ地区は、地域住民５～６人参加。
　　　② 各班Ａ地区での指導を元に、各班のＢ地区とＣ地区

は各々地域住民10～20人参加し地元学をスタート
　　　　・８月スタート　　※日程は各地区で設定
　　　③ 第２回講座：９月に地元学（地域資源調査）実践の

進捗状況のフォローと中間報告

　　　　・実施する上での課題抽出
　　　　・地域資源調査結果の中間報告
　　　④ 第３回講座：11月に地元学（地域資源調査）実践の

最終報告
　　　⑤ パネル展：23年１月中旬～２月中旬の間成果作品を

展示
　　　　※�講座の開催には、区長さん部落代表の方にご協力

を頂いています。

講座への問合せ
　「松野町地域雇用創造促進協議会」講座担当：山田または各部落区長さんまで
　事務所：松野町ふれあい交流館観光案内所
　☎／FAX：20－5307
　ホームページ：森の国まつので暮らそう・働こう　http://www.matsuno-koyou.jp/
　推進員ブログ：松野町地域雇用創造促進協議会（事業推進員ブログ）http://kanji410.blog11.fc2.com/
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蕨
生
部
落
で
は
、
自
治
宝
く
じ

の
助
成
金
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行

事
の
用
具
一
式
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
㈶
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
と
、
宝
く

じ
の
普
及
広
報
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
蕨
生
部
落
で
は
、
８
月
７
日
㈯

に
新
調
し
た
太
鼓
と
鉦
で
御
施
餓

鬼
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
整
備
で
、
伝
統
文
化
の

継
承
や
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

～
平
成
22
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
～

蕨
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
事

用
具
を
整
備

　
葛
　
句
　
会
　
七
月
例
会
句
会
　
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

七
夕
や
色
紙
は
み
だ
す
児
の
願
ひ 

伊
藤
　
富
子

お
お
ら
か
な
大
極
殿
や
古
都
薄
暑 

岡
本
　
京
子

山
峡
や
開
け
っ
放
な
し
の
夏
座
敷 

金
谷
　
重
子

冷
奴
今
日
の
一
日
を
癒
す
酒 

金
谷
　
恵
子

開
け
閉
め
の
ド
ア
の
軋
み
や
梅
雨
し
と
ゞ 

金
谷
　
文
恵

大
川
に
濁
流
あ
ふ
れ
る
梅
末
期 

木
下
三
千
恵

浴
衣
人
格
子
戸
古
き
お
店
か
な 

駒
山
　
忠
夫

ペ
ン
ギ
ン
舎
の
滝
壺
深
く
作
ら
る
る 

谷
　
き
よ
し

梅
の
実
の
落
ち
る
音
か
な
静
か
な
り 

谷
口
ま
さ
こ

ぼ
ん
ぼ
り
の
蛍
畦
道
二
人
ゆ
く 

布
　
　
久
光

四
万
十
川
に
棹
さ
す
舟
や
月
見
草 

布
　
　
康
江

雷
神
の
大
暴
れ
し
て
峡か
い

闇や
み

に 

ひ
の
た
い
ら

身
を
正
し
心
涼
し
く
経
を
あ
ぐ 

正
木
　
玲
子

我
が
頭
上
雷
神
去
り
て
厨
く
り
や

事ご
と 

松
田
　
文
子

店
閉
ぢ
し
町
の
老
舗
や
梅
雨
寒
し 

森
田
　
す
み

干
し
終
え
し
洗
濯
物
や
蝉
涼
し 

山
下
ス
ミ
子

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
七
月
例
会
　
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

夕
風
に
ね
ん
ね
ん
ね
む
の
木
葉
を
閉
じ
て 

赤
松
　
午
子

夕
暮
れ
て
よ
う
や
く
涼
し
台
所 

浅
野
　
雪
子

蝉
鳴
く
や
百
三
才
の
野
辺
送
り 

稲
谷
キ
ミ
子

白
き
靴
並
べ
干
し
あ
り
子
沢
山 

上
田
み
ち
子

う
な
ぎ
屋
の
田
舎
う
な
丼
満
足
す 

岡
本
　
三
葉

コ
ン
チ
キ
チ
コ
ン
チ
キ
チ
ン
と
梅
雨
明
く
る 

菊
澤
　
大
和

出
揃
っ
た
稲
穂
に
月
の
輝
や
け
り 

竹
内
サ
ダ
子

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
二
年
七
月
投
句
分
）

佳　

作

《
不
器
男
記
念
館
》

蝉
し
ぐ
れ
不
器
男
の
詩う
た

に
重
な
り
し 

羽
曳
野
市
　
平
野
　
明
賢

《
虹
の
森
公
園
》

冷
し
酒
言
ふ
て
詮
な
き
こ
と
を
言
ふ 

八
幡
浜
市
　
前
田
　
一
夘

音
も
な
く
蛇
口
に
止
ま
る
糸
と
ん
ぼ 

八
幡
浜
市
　
二
宮
　
節
女

庭
先
に
額
紫
陽
花
と
三
輪
車 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

土
佐
の
国
へ
鉄
路
は
黒
し
ひ
め
じ
ょ
お
ん 

松
山
市
　
和
田
　
太
郎

夕
顔
の
か
す
か
に
揺
れ
て
匂
ひ
け
り 

鬼
北
町
　
松
田
ツ
ル
子

故
郷
に
赤
い
カ
ン
ナ
の
道
し
る
べ 

新
居
浜
市
　
河
野
　
初
美

帰
省
子
の
四
万
十
川
へ
ざ
ぶ
と
入
る 

鬼
北
町
　
宮
崎
き
く
を

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

な
め
と
こ
の
滝
が
ざ
あ
ざ
あ
し
ゃ
べ
っ
て
る  

大
和
市
　
菅
野
　
京
香

―
平
成
22
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
―

　
今
年
度
も
河
後
森
城
跡
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
事
や
発
掘
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
工
事
に
つ
い
て
は
災
害

の
復
旧
と
遺
跡
の
環
境
整
備
を
目

的
と
し
た
２
つ
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。
災
害
復
旧
工
事
で
は
昨
年
の

大
雨
に
よ
っ
て
災
害
を
受
け
た
西に

し

第だ
い

十
じ
ゅ
う

曲く
る

輪わ

の
整
備
土
塁
の
復
旧

を
実
施
中
で
す
。
ま
た
、
環
境
整

備
工
事
で
は
風ふ

呂ろ

ヶが

谷た
に

地
区
に
あ

る
３
本
の
登
城
道
に
つ
い
て
、
傾

斜
が
急
な
部
分
や
傷
ん
だ
部
分
を

改
善
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
工
事
の
実
施
に

伴
っ
て
、
特
に
風
呂
ヶ
谷
地
区
で

は
当
時
の
施
設
等
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
発
掘
調
査

も
行
い
ま
す
。
以
前
の
調
査
に
お

い
て
も
同
地
区
で
は
多
量
の
出
土

品
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
今

回
も
近
接
し
た
地
点
で
調
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
陶と

う

磁じ

器き

や
瓦
な
ど

の
新
た
な
資
料
の
発
見
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
今
後
も
整
備
の
様
子
や
発
掘
調

査
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
広
報
や

説
明
会
の
開
催
な
ど
で
随
時
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
の
で
、
楽
し

み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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松
山
地
方
法
務
局
と
愛
媛
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
高
齢

者
・
障
害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
的

扱
い
、
相
続
や
扶
養
問
題
等
人
権

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
電
話

で
お
受
け
し
ま
す
。

【
日　

時
】

　
９
月
６
日
㈪
〜
21
日
㈫

　
８
時
30
分
〜
19
時
ま
で

※
土
日
は
、
10
時
〜
17
時
ま
で

【
統
一
電
話
番
号
】

０
１
２
０
・
０
２
５
・
５
５
０

※
携
帯
電
話
可
・
Ⅰ
Ｐ
電
話
不
可

【
相
談
担
当
者
】

　
人
権
擁
護
員
・
法
務
局
職
員

【
問
合
せ
先
】

松
山
地
方
法
務
局
、
愛
媛
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会

☎
０
８
９
・
９
３
２
・
０
８
８
８

　
児
童
文
学
作
家
山
下
明
生
さ
ん
作
の
お
話

「
島
ひ
き
お
に
」
を
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。
少

し
あ
ら
す
じ
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
人
里
離
れ
た
あ
る
島
に
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
暮

ら
し
て
い
た
鬼
は
、
み
か
け
は
い
か
つ
い
け
れ

ど
、
人
恋
し
く
て
さ
び
し
く
て
、
心
優
し
い
鬼
で
し
た
。
毎
日
毎
日
、

沖
を
通
る
漁
船
を
見
て
は
、「
こ
っ
ち
ゃ
来
て
遊
ん
で
け
ー
。」
と
祈

る
よ
う
に
叫
ん
で
い
ま
し
た
。
嵐
で
た
ま
た
ま
そ
の
島
に
流
れ
着
い

た
漁
師
た
ち
は
、
あ
ま
り
の
恐
ろ
し
さ
に
、「
あ
な
た
が
島
を
引
っ
ぱ
っ

て
き
た
ら
一
緒
に
暮
ら
せ
る
で
し
ょ
う
。」
と
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
う

そ
を
つ
き
ま
す
。
優
し
い
鬼
は
真
に
受
け
て
、
力
を
振
り
絞
っ
て
島

を
引
っ
ぱ
り
村
に
着
き
ま
し
た
。
し
か
し
鬼
は
受
け
入
れ
も
ら
え
ま

せ
ん
。
そ
の
後
も
何
度
か
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
度
に
適

当
に
だ
ま
さ
れ
て
、
鬼
は
自
分
の
島
を
引
き
ず
り
な
が
ら
海
を
漂
い

ま
す
。
続
け
て
い
る
間
に
、
島
は
波
で
削
ら
れ
、
も
う
見
え
て
い
る

の
は
鬼
の
頭
だ
け
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
鬼
は
、

呼
び
か
け
続
け
ま
す
。
空
を
渡
る
雲
に
向
か
っ
て
、
海
か
ら
上
る
月

に
向
か
っ
て
、「
お
う
い
、
こ
っ
ち
ゃ
来
て
あ
そ
ん
で
け
ー
。」
と
』

　
こ
の
お
話
は
、
お
と
な
の
心
の
中
に
も
入
り
込
み
、
人
の
心
の
中

に
あ
る
先
入
観
や
偏
見
を
、私
た
ち
に
鋭
く
問
い
か
け
て
き
ま
す
。「
鬼

は
悪
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
自
分
の
近
く
に
は
寄
せ
付
け
た

く
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
嘘
を
つ
く
こ
と
も
相
手
を
傷
つ
け
る
こ

と
も
正
当
化
さ
れ
て
し
ま
う
。」
私
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
中
で
、
こ

れ
に
近
い
よ
う
な
こ
と
を
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
し
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
先
日
松
野
町
で
は
、「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

政
石
蒙
さ
ん
を
し
の
ぶ
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
こ
れ
ま
で

に
大
島
青
松
園
や
長
島
愛
生
園
に
数
回
行
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

今
回
松
野
町
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
本
田
さ
ん
や
磯
野
さ
ん
に
も
お
会

い
し
ま
し
た
が
、
お
二
人
か
ら
人
を
責
め
る
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
政
石
蒙
さ
ん
の
言
葉
も
そ
し
て
多
く
の

歌
も
、
決
し
て
人
を
責
め
た
り
非
難
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
し
か
し

そ
の
一
つ
一
つ
は
、
真
っ
直
ぐ
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
き
ま
す
。「
過

去
と
今
を
正
し
く
知
り
、
あ
な
た
た
ち
が
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
未
来

を
輝
か
せ
る
の
は
決
し
て
突
出
し
た
一
部
の
力
で
は
な
く
、
み
ん
な

の
力
で
す
。」
と
。

　「
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
仕
方
が
な
い
。」
で
は
な
く
、「
知
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
私
た
ち
自
身
を
見
つ
め
直
す
。」
そ
し
て
、「
私
に
も
で
き

る
こ
と
が
あ
り
、
私
に
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。」
と

い
う
心
へ
。
政
石
さ
ん
は
、
き
っ
と
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

松
野
東
小
学
校
　
人
権
・
同
和
教
育
主
任
　
飯
田
　
豊
一

「
私
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」

お
さ
か
な
館
だ
よ
り

第
一
一
一
章
　
ド
ロ
ア
ワ
モ
チ

　
ド
ロ
ア
ワ
モ
チ
と
い
う
生
き

物
を
ご
存
知
で
す
か
？
夏
休
み

の
企
画
展
の
準
備
で
御
荘
湾
を

訪
れ
た
と
き
に
初
採
集
・
初
展

示
し
た
生
き
物
で
す
。
名
前
の

通
り
、
泥
と
見
間
違
え
る
よ
う

な
生
き
物
で
す
。
ナ
メ
ク
ジ
に

近
い
仲
間
の
貝
類
で
、
ナ
メ
ク

ジ
よ
り
触
角
が
短
く
、
体
は
半

円
形
を
し
て
い
ま
す
。
名
前
の

由
来
は
、
泥
ま
み
れ
で
姿
が
粟

餅
（
も
ち
ア
ワ
で
作
っ
た
餅
）

に
似
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
か
つ
て
ド
ロ
ア
ワ
モ
チ
は
全

国
各
地
に
分
布
し
て
い
ま
し
た

が
、
急
激
に
少
な
く
な
り
１
９
８

０
年
代
に
は
絶
滅
し
た
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
長

崎
県
で
複
数
の
生
息
地
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
県
下
で
は
、

御
荘
湾
が
唯
一
の
生
息
地
で
す
。

　
御
荘
湾
に
は
、
さ
ら
に
珍
し
い

生
き
物
が
住
ん
で
い
ま
す
。
宇
和

島
名
産
じ
ゃ
こ
天
の
名
前
が
付

い
た
ジ
ャ
コ
テ
ン
ア
ワ
モ
チ
で

す
。
御
荘
湾
で
新
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

　
ど
ち
ら
も
泥
の
中
に
隠
れ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
い
つ
で
も

見
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
レ
ア
な
生
き
物

を
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　アビリンピックは、障害のある方々が日頃職場などで培っ
た技能を競う大会です。
　障害のある方々の職業能力の向上を図るとともに、広く障
害者に対する社会の理解と認識を高め、障害者の雇用の促進
と地位の向上を図ることを目的として開催しています。　
と　き：11月14日㈰　午前10時30分～午後３時
ところ：雇用・能力開発機構愛媛センタ－
　　　　　　　松山市西垣生町2184
競技種目
　⑴ワープロ（一般部門）　定員10名
　　　文書作成、編集、校正
　⑵表計算（一般部門）　定員10名
　　　得意先一覧表、請求書、売上分析表作成など
　⑶箱製作「箱析」（知的障害者）　定員15名
　⑷喫茶サ－ビス（知的障害者）　定員10名
参加資格： 身体障害者手帳または療育手帳（または判定書）

がある15歳以上の人（22年４月１日現在）
募集期間：９月21日㈫まで
申込み・問合せ先
　　　　　社団法人　愛媛高齢・障害者雇用支援協会
　　　　　〒790－0006　松山市南堀端町５番地８

オワセビル４階
　　　　　☎089－943－6622　℻  089－932－2181

第８回　えひめアビリンピック

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

人
権の広場
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松
野
町
健
康
づ
く
り
計
画

　
前
回
の
広
報
で
「
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
６
つ
の
目
標
を

ま
つ
の
ち
よ
う
の
文
字
に
表
し
て

説
明
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、ま
「
毎
年
受
け
よ
う
。

健
康
診
断
、が
ん
検
診
〜
知
ろ
う
、

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
、
自
分
の
か
ら

だ
〜
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

 

　
松
野
町
に
多
い
症
例
は
、
高
血

圧
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病

で
す
。
介
護
を
受
け
る
状
態
に
な

ら
ず
健
康
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
毎

年
健
康
診
断
や
が
ん
検
診
を
受
け
、

定
期
的
に
血
圧
を
測
定
す
る
な

ど
、
健
康
に
関
心
を
も
ち
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
松
野
町
の
健
康
問
題
を
取
上
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
健
康
診
断
を
受
け
る
人
は
全
体

の
半
分
以
下
で
す
。
受
診
率
は

平
成
19
年
ま
で
が
49
・
１
％
、
特

定
検
診
に
な
っ
た
20
年
度
が
37
・

７
％
、
21
年
度
が
33
・
７
％
で
す
。

受
診
率
は
地
域
で
大
き
な
差
が
あ

り
ま
す
。

②
受
診
者
の
約
半
分
を
占
め
る
病

気
は
高
血
圧
症
で
す
。

③
高
血
圧
が
原
因
で
脳
卒
中
発
作

を
起
こ
す
人
の
割
合
は
保
健
所
管

内
で
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
脳
出
血
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
脳
梗
塞
の
発
症
は
横
ば
い
状

態
で
、
40
〜
50
歳
代
の
発
症
も
あ

り
家
庭
生
活
や
社
会
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

④
が
ん
検
診
受
診
者
は
、
乳
が
ん

検
診
を
の
ぞ
い
て
減
少
傾
向
で
す
。

⑤
自
分
の
血
圧
を
知
っ
て
い
る
人

は
９
割
近
く
あ
り
ま
す
が
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
知
っ
て
い
る
人

は
25
％
し
か
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
ふ
ま
え
、
松

野
町
か
ら
、
脳
卒
中
や
糖
尿
病
、

心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
防

ぐ
た
め
の
提
案
を
紹
介
し
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
」

①
年
に
１
回
は
、
健
康
診
断
や
が

ん
検
診
を
受
け
自
分
の
体
の
点
検

を
し
ま
し
ょ
う
。

②
健
診
の
結
果
、
精
密
検
査
が
必

要
な
時
は
、必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

③
健
診
結
果
や
体
調
に
関
心
を
持

ち
、
血
圧
値
な
ど
を
き
ち
ん
と
記

録
し
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
か
か

り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

④
健
康
相
談
や
健
康
学
級
に
積
極

的
に
参
加
し
て
、
良
い
健
康
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
治
療
の
必
要
な
人
は
主
治
医
の

指
示
を
守
り
、
勝
手
に
治
療
を
中

断
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
、

家
族
み
ん
な
で
話
合
い
ま
し
ょ
う
。

 「
地
域
ぐ
る
み
で
取
組
む
こ
と
」

①
み
ん
な
で
誘
い
合
い
健
康
診
断

や
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
地
区
別
の
保
健
推
進
会
で
話
合

い
や
学
習
会
を
開
き
、
生
活
習
慣

病
対
策
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

③
が
ん
対
策
推
進
員
の
活
動
を
強

化
し
ま
し
ょ
う
。

「
行
政
が
取
り
組
む
こ
と
」

①
地
域
の
健
康
実
態
や
問
題
な
ど

を
保
健
推
進
会
や
住
民
と
話
合

い
、
地
区
ぐ
る
み
の
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

②
魅
力
あ
る
健
康
診
断
や
が
ん
検

診
に
す
る
た
め
に
、
検
査
項
目
を

増
や
し
、自
己
負
担
軽
減
の
た
め
、

平
成
22
年
度
は
、
国
保
特
定
健
診

と
が
ん
検
診
を
無
料
に
し
ま
す
。

③
健
診
結
果
で
の
事
後
指
導
を
徹

底
し
ま
す
。

④
受
診
結
果
を
医
療
に
活
か
す
た

め
、
各
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
ま
す
。

⑤
未
受
診
者
を
個
別
に
訪
問
し
、

受
診
を
す
す
め
ま
す
。

⑥
宇
和
島
保
健
所
と
協
力
し
、
が

ん
対
策
推
進
員
を
増
や
し
て
い
き

ま
す
。

　
保
健
福
祉
課
で
は
、
皆
さ
ん
が

毎
日
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
健
康
問
題
に
つ
い
て

悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　宇和島保健所では、統合失調症を発病して間も
ない方の家族が集まって、情報交換や学習会を行っ
ています。参加を希望される方は、宇和島保健所
精神保健係までご連絡ください。
日程　平成22年９月15日㈬　13：30～15：30
場所　宇和島保健所デイケア室（南予地方局２階）
対象　発病後おおむね10年以内の統合失調症の方の家族
内容　座談会・学習会など

【申し込み・問合せ先】宇和島保健所精神保健係　
　　　　　　　　　　　☎22－5211（内線283）

「家族のつどい」のご案内

　
森
の
国
ド
ー
ム
内
の
真
砂
土
部

を
人
工
芝
（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
）
に

模
様
替
え
す
る
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。

　
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
た
オ
ム

ニ
コ
ー
ト
の
完
成
を
記
念
し
て
８

月
２
日
㈪
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
松
野
町
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
加
盟
の
９
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
新
し
い
人
工
芝
の
コ
ー

ト
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優
　
勝
　
　
久
留
美
会（
目
黒
）

　
準
優
勝
　
　
す
い
せ
い（
豊
岡
）

　
三
　
位
　
　
富
岡
Ｂ
　（
富
岡
）

　
森
の
国
人
工
芝
に
改
修
さ
れ
た

森
の
国
ド
ー
ム
で
は
、
８
月
22
日

に
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
９
月
５
日
に
は

予
土
交
流
球
技
大
会
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
快
適
な
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
は
、
町

民
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
有
効
な

活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

森
の
国
ド
ー
ム

　
人
工
芝
改
修
完
成
記
念

�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

人工芝（オムニコート）で
はつらつとプレーする参加者
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◆
と
　
き
　 

９
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 
松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室
　
　

◆
内
　
容
　 

行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員
　 

有
馬
節
男
（
行
政
相

談
委
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
９
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室
　

◆
内
　
容
　 

心
配
ご
と
・
法
律
相

談

◆
相
談
員
　
民
生
児
童
委
員

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
９
月
10
日
㈮

　
　
　
　
　 

午
前
10
時
〜

 

午
後
３
時

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室
　
　

◆
内
　
容
　 

人
権
問
題
な
ど
、
心

配
ご
と
全
般

◆
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

　﹇
行
政
相
談
﹈

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　﹇
心
配
ご
と
相
談
﹈

　﹇
人
権
相
談
﹈

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
地
転
用
に
つ
い
て

　
農
地
転
用
と
は
農
地
を
住
宅
や

工
場
等
の
施
設
用
地
や
駐
車
場
、

植
林
な
ど
農
地
以
外
の
用
途
に
転

換
す
る
こ
と
で
す
。
農
地
転
用
を

す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
の
規
定

に
よ
り
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
農
地
が

４
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場

合
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
）

　
農
地
転
用
に
は
、
農
地
の
所
有

者
自
ら
が
農
地
を
転
用
す
る
場
合

（
農
地
法
第
４
条
）
と
農
地
の
所
有

者
以
外
の
者
が
所
有
者
か
ら
農
地

を
買
い
受
け
た
り
、
借
り
受
け
た

り
し
て
転
用
す
る
場
合
（
農
地
法

第
５
条
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
優
良
農
地
を
確
保
す
る
た
め

に
、
農
地
の
優
良
性
や
周
辺
の
土

地
利
用
状
況
等
に
よ
り
農
地
を
区

分
し
、
転
用
を
農
業
上
の
利
用
に

支
障
が
少
な
い
農
地
に
誘
導
す
る

と
と
も
に
、
具
体
的
な
転
用
目
的

を
有
し
な
い
投
機
目
的
、
資
産
保

有
目
的
で
の
農
地
の
取
得
は
認
め

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
松
野
町
が
定
め
る
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
い
て
農

用
地
区
域
と
さ
れ
た
区
域
内
の
農

地
や
農
業
公
共
投
資
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
農
地
は
、
原
則
不
許

可
で
あ
る
な
ど
農
地
転
用
許
可
基

準
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
農
地
転
用
を
計
画

さ
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
は
農
業
委

員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
松
野
町
農
業
委
員

会
事
務
局
☎
42
・
１
１
１
６

自
衛
隊
学
生
募
集

　

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り

学
生
を
募
集
し
ま
す
。　

看
護
学
生

︻
受
験
資
格
︼

　

高
卒（
見
込
含
）23
歳
ま
で
の
方

︻
受
付
期
間
︼

　

９
月
６
日
〜
10
月
１
日

︻
第
１
次
試
験
日
︼

　

10
月
23
日
㈯

︻
第
１
次
試
験
地
︼

　

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

︻
受
験
資
格
︼

　
高
卒（
見
込
含
）20
歳
ま
で
の
方

︻
受
付
期
間
︼

　
９
月
６
日
〜
10
月
１
日

︻
第
１
次
試
験
日
︼

　

10
月
30
日
㈯
〜
31
日
㈰

︻
第
１
次
試
験
地
︼

　
松
山
大
学

防
衛
大
学
校
学
生

︻
受
験
資
格
︼

　

高
卒（
見
込
含
）20
歳
ま
で
の
方

︻
受
付
期
間
︼

　
９
月
６
日
〜
10
月
１
日

︻
第
１
次
試
験
日
︼

　
11
月
６
日
㈯
〜
７
日
㈰

︻
第
１
次
試
験
地
︼

　

宇
和
島
市
役
所
他

︻
詳
し
い
連
絡
先
︼

〒
７
９
８
―
０
０
３
４

宇
和
島
市
錦
町
10
の
１

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

☎
23
・
５
４
３
１

● 新しい「貸金業法」について
　近年、返済しきれないほどの借金を抱えてしまう「多重債務
者」の増加が深刻な社会問題となっていました。この「多重債
務問題」を解決することを目的に、消費者金融などの貸金業者
や、貸金業者からの借り入れについて定めている「貸金業法」
が大きく変わり、平成22年６月18日に完全施行されました。
　新しい貸金業法のポイントは次のとおりです。
　☆ 　年収の３分の１を超える額の新規の借り入れができな
くなり、借り入れの際、収入を証明する書類が必要にな
りました。

　☆ 　上限金利が29.2％から、借り入れ金額に応じて15％～
20％に引き下げられました。

　☆ 　貸金業者に対する規制も厳しくなり、法令遵守の助言・
指導を行う国家資格のある人を営業所に置くことが必要
になりました。

● 問題解決に向けて
　☆ 　今回の法改正により、新たな借入れが困難になる場合

があるかもしれませんが、ヤミ金融からは絶対に借りな
いようにしましょう。

　☆ 　借金問題は必ず解決できる方法があります。一人で悩
まず勇気を出して下記の相談窓口に相談しましょう。

【消費生活に関する相談窓口】
　松野町産業振興課消費者行政係　☎42－1116
　愛媛県消費生活センター　☎089－925－3700
　FAX089－946－5539　e-mail: seikatu-center@pref.ehime.jp

　動物愛護センターで収容した犬ねこを家庭
で終生大切に飼っていただき、模範飼い主と
して地域のお手本となっていただける方に、
お譲りする会です
日時：10月９日㈯　13：00～15：00
場所：南予地方局庁舎　　
　　　　（注意）専用はがき等で事前申込が必要

【問合せ先】　愛媛県動物愛護センター　
　　　　　　☎089－977－9200

　一般の飼主さんを対象とした教室で、子犬の
基本的なしつけ方について実技を交えて講義を
行います。子犬の時期のしつけは成犬になって
からの問題行動の抑制のためにも大切です。
日時：10月23日㈯　13：00～14：30
場所：南予地方局庁舎
　　　　（注意）事前申込は不要です。
　　　　犬を連れての参加はできません。

【問合せ先】　愛媛県動物愛護センター　
　　　　　　☎089－977－9200

犬ねこの移動譲渡会の開催について

子犬の移動しつけ講座

ひとりで悩んでいませんか？

事 業主の皆さん、セクハラ
防止対策は男女雇用機会均
等法に基づく義務です！

労 働者の皆さん、一人で悩
まずお気軽にご相談くだ
さい。

相談無料　匿名可　秘密厳守
【問合せ先】
　愛媛労働局雇用均等室
　松山市若草町４－３
　松山若草合同庁舎
　☎089－935－5222
　FAX089－935－5223

男女労働者・事業主の皆さん！
悩んでいませんか？
職場での
 セクシュアルハラスメント



２０１０.９月

11

８月25日～８月31日は道路防災週間です
　安全な　道路が守る　よき暮らし

　国土交通省では、毎年８月を「道
路ふれあい月間」として道路の意
義・重要性を市民の皆様に認識し
ていただき、道路を大切にする精
神を育んでいます。
　特に、８月25日から31日の１
週間を道路防災に対する意義を高
め、道路交通の安全性・信頼性の
向上を図ることを目的に、「道路
防災週間」として諸行事を行い、
ＰＲに努めています。

災害は、貴方のすぐそばまで迫っています。

大規模地震の発生
　今後30年以内に、大規模地震が発生する確率は、例
えば、南関東地域で70％、東海地域では86％、東南海・
南海地域で50～60％と想定されています。わが国の至
る所で大規模地震の発生が懸念されています。

頻発する集中豪雨
　昨年１年間の集中豪雨（１時間に50㎜以上）の発生
回数は、史上最多の470回。わが国のどこかで、毎日１
回以上は集中豪雨に見舞われていることになります。

　梅雨前線の７月豪雨により各地で道路に関する災害
が発生しています。　　
　自然災害に対する対策の推進がより一層必要とされ
ています。また、８月は、道路ふれあい月間です。道
路は、国民の日常生活や経済活動に欠くことのできな
い基本的な施設です。
　「道路ふれあい月間」は、国民の皆さんが道路とふ
れあい、道路の役割や重要性を再認識してもらい、道
路をいつくしむという道路愛護活動の推進及び道路の
正しい利用の啓発を図ることを目的として設けられた
月間です。私たちもこの機会に道路交通の安全につい
て考えてみましょう。

甲種防火管理新規講習の開催について
　本年度の甲種防火管理新規講習を下記のとおり開催しま
すので、該当する事業所の関係者は必ず受講してください。

１　防火管理が必要な事業所は、次によるものです。
⑴ 　劇場・集会場・遊技場・飲食店・物品販売店舗・
宿泊施設・保育園・幼稚園・その他これらに類する
施設で、収容人員が30人以上のもの
⑵ 　認知症高齢者グループホーム等の社会福祉施設
で、収容人員が10人以上のもの
⑶ 　前記以外の事業所等で収容人員が50人以上のもの

２　受講対象
⑴ 　防火管理者が必要な事業所等で、資格者が不在の場合
⑵ 　防火管理者の資格を取得したい人

３　講習日時等
⑴ 　日時　平成22年10月7日㈭・8日㈮の２日間
　　○いずれも午前９時30分～午後４時30分まで
⑵ 　場所　宇和島市丸之内５丁目1番18号　　
　　　　　宇和島地区広域事務組合消防本部４階・大会議室

４　受講要領　
⑴ 　受講料等
　 　受講料は無料です。ただし、受講の際に使用する
テキスト代金3,600円が必要です。
　 　当日会場で販売しますので、おつりの要らないよ
うお願いします。
⑵ 　申込方法
　 　所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、消防本部
予防課、鬼北消防署または吉田・津島の各分署へ申し
込みください。

５　問合せ先　　
　宇和島地区広域事務組合消防本部 予防課 予防係
　☎22－7501  (直通)

平成23年３月新規高校卒業者の　採用をお願いいたします！！！
　平成23年３月新規高等学校卒業者を採用して頂
ける事業所を募集しています。
　「ふるさとで仕事がしたい！」「松野町で仕事を
して暮らしたい！」という希望の高校生達が、地
元で就職が出来ないという厳しい状況で困ってい
ます。

　若い力の未来のために
　　高校新卒者の求人をお願いいたします。

＊お問合せ・求人申し込みは
ハローワーク宇和島　職業相談部門学卒係
☎22－8609

平成22年度

（愛媛労働局からのお知らせ）
　職場での処遇や待遇、従業員の労務管理等につい
て、疑問に思ったり、悩んだりしていませんか？
　愛媛労働局では、職場での悩みや紛争を解決するた
め情報提供、紛争解決制度を無料で提供しています。
　経営者、従業員どちらの立場の方も利用できます
ので、悩んでいないで、お気軽にご相談ください。

【問合せ先】
　愛媛労働局総務部企画室　☎089－935－5208
　宇和島総合労働相談コーナー　☎22－4655

解雇、賃下げ、いじめ・嫌がらせ…
職場のトラブルの相談は労働局へ
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９月９日 は  救 急 の 日
９月５日～11日は救急医療週間

「救える命」を救うために…

　そこにＡＥＤがあって、そこに助けようとする人がいれば助かる命があります。

　日本では、一般市民が使用できるＡＥＤが約20万台普及しています（平成21年12月現在）。何も応急手当をせずに、
救急車を待っていたら、助かる可能性が低くなることも分かっています。その場に居合わせた人ができるだけ早く

119番に通報し、救急車が到着するまでの間、ＡＥＤや心肺蘇生などの応急手当を行う。そして救急隊が引き継ぎ、
救命処置を行いながら、医療機関に搬送する。この「救命の連鎖」を途切れなく、できるだけ早く、つないでいく

ことが重要です。

毎年９月１日 は  「防災の日」です。

毎年８月３０日 から９月５日 までの１週間は 「防災週間」です。

　関東大震災を教訓に、政府、地方公共団体などの防災関係

諸機関をはじめ、広く国民の一人ひとりが台風、豪雨、洪水、

高潮、地震、津波などの災害についての認識を深め、これら

に対する備えを充実・強化することにより、災害の未然防止

と被害の軽減を図ることをねらいとして、昭和35年に閣議了
解されたものです。

　近年、50年に一度、100年に一度という規模の集中豪雨が
毎年記録され、東南海・南海地震や首都直下地震の発生も懸

念さていることから、安全・安心の価値がこれまでになく社

会の中で認識されるようになっています。

　自然災害からの安全・安心を得るためには、国民一人一人

や企業等の発意に基づく「自助」、地域の多様な主体による「共

助」、国・地方公共団体による「公助」の連携が必要になって

きます。

　そこで、日頃からの具体的な「備え」を実施し、社会全体

における防災力向上を図るため、９月１日の防災の日をはさ

んで、「防災週間」が実施されます。私たちもいつ起るかわか

らない自然災害に備えて万全を期しておきましょう。 防災備蓄品の例

　消防署では、誰でも気軽に参加できる講

習会を毎月開催しています。
【日時】　毎月第２日曜日　９：00～12：00
　　　　（修了証の交付あり）

【場所】　宇和島消防署　☎22－7500
　＊お一人からでも受講できます。

　＊ 講習日前日までに申し込みしてください。
　　受講料は無料です。

普通救命講習会（ＡＥＤ講習を含みます）
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● 国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
● 平成22年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、日本の未来を考
えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。

● 調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私たちの暮らし
のために役立てられます。

※ 調査票に記入いただいた内容は、統計の目的以外に使用することはありませんので、ありのままをご記入ください。

国勢調査については，平成22年国勢調査広報サイト
「国勢調査e-ガイド」をご覧ください。
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

平成22年10月１日

国勢調査を実施します

調 査 の な が れ調 査 の な が れ

国勢調査ｅ-ガイド 検索

●国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください。
●国勢調査をよそおった不審な訪問者や電話・電子メールなどにご注意ください。
●国勢調査では、電子メールでおたずねしたり、金品を請求することはありません。

調査票は９月下旬
に調査員から配付
します。
国勢調査コールセンター
☎ 0570－01－2010
（９月11日～ 10月31日の午前８時から午後９時まで）
IP電話・PHSの場合は03－6738－6677

大切な調査です。
ご理解とご協力をお願いします。

わからない点はコールセンターに
お問い合わせください。

記入した「調査票」は、封をして
調査員に渡していただくか、郵送
用封筒で郵送してください。

調査員が皆様のお宅に
おうかがいします。

単身の方、学生の方、未成年の方、
外国籍の方など、日本にふだん住
んでいるすべての方が対象です。

調査員から配布された
「調査票」に記入します。
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児童扶養手当・特別児童扶養手当・障害児福祉手当のお知らせ

児 童 扶 養 手 当
　ひとり親家庭の生活の安定と自立を促すため、児童扶

養手当を支給することにより、児童の福祉の増進を図る

ことを目的としています。

◎手当の対象となる児童
　①父母が婚姻を解消した児童

　②父または母が死亡した児童

　　※ ただし、遺族年金を受けている方は対象となりま
せん

　③父または母が重度の障害の状態にある児童

　　※ ただし、児童が父又は母の障害年金の加算対象と
なっている場合には対象となりません

　④父または母の生死があきらかでない児童

　⑤父または母が引き続き１年以上遺棄している児童

　⑥ 父または母が法令により引き続き１年以上拘禁され
ている児童

　⑦母が婚姻によらないで懐胎した児童

◎手 当 額
　〈１〉児童が１人の場合
　　　・全部支給

　　　　　月額　41,720円
　　　・一部支給

　　　　　月額　9,850円～41,710円
　〈２〉児童が２人の場合
　　　〈１〉に5,000円加算
　〈３〉児童が３人以上の場合
　　　児童が１人増すごとに3,000円加算
　　　※ 一部支給の月額は前年の所得に応じて決定され

ます。

　　　※ 平成20年４月より受給者が母の場合、手当を
受けてから５年以上経過した方または離婚や死

別等から７年以上経つ方については、８歳未満

の児童を監護している場合を除き、その２分の

１が支給停止されることとなっていますが、次

の①～⑤に該当する方は所定の手続きを行え

ば、引き続き同様の手当を受給することができ

ます。（手続きが必要な時期には、役場から関

係書類を送付します。）

　　　　①就業している

　　　　② 求職活動等の自立を図るための活動をしてい
る

　　　　③身体上または精神上の障害がある

　　　　④ 負傷または疾病等により就業することが困難
である

　　　　⑤ 監護する児童または親族が障害、負傷、疾病、
要介護状態等にあり、介護する必要があるた

め就業することが困難である

◎所得制限
　手当額を請求する人の前年（１月～６月までに請求す

る人については前々年）の所得と養育費が一定以上ある

ときは、全額または一部の支給が停止されます。

　また、同居の扶養義務者（父・母など）の所得にも一

定の制限があります。

◎支払期日
　県より４月・８月・12月の３回に分けて、それぞれ
前月分まで支払われます。

◎児童扶養手当受給者の方へ
　婚姻または内縁関係が生じた場合や遺棄などの理由で

家庭を離れていた子どもの父または母から連絡があった

り、帰宅した場合などは手当を受ける資格がなくなりま

す。資格がなくなってからも手当を受けていると、後で

必ず返していただくことになりますので、すぐに窓口ま

でお届けください。

問合せ先／役場町民課　☎42－1113

特別児童扶養手当
　精神または身体に中度以上の障害を有する児童につい

て、その児童を監護している父母または、養育者に対し

て、その生活の向上と福祉の増進を図ることを目的とし

ています。

◎手当の対象となる児童
　一定以上の障害を有する20歳未満の児童。ただし、施
設等に入所している児童は対象になりません。

◎手 当 額
　対象児童１人につき

　　障害認定一級　50,750円
　　障害認定二級　33,800円
◎手当の支給
　手当の認定請求をした日の翌月分から支給され、手当

を支給すべき事由が消滅した日の属する月分まで支給さ

れます。

　県から４月・８月・11月の３回に分けて、それぞれ
の月の前月分まで支払われます。

※ 認定された方については、年一回所得状況等の提出が
義務づけられています。

　 問合せ先／役場町民課　☎42－1113

障害児福祉手当
　特別児童扶養手当一級程度の障害の方で、20歳まで
の方には障害児福祉手当が別途支給されます。

◎該当となる方
　20歳までの方で重度の障害状態のため、日常生活に
おいて常時介護を必要とする方。（児童福祉法に規定す

る施設等入所者を除く）

◎手 当 額
　月額　14,380円
※ 認定された方については、年一回、所得状況等の提出
が義務づけられています。

問合せ先／保健センター内保健福祉課　☎42－0708

　平成22年８月１日から、父子家庭にも児童扶養手当が支給されることになりました。（該当のひとり親家庭の方は、
平成22年11月30日までに役場町民課にて申請手続きをしてください。）
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　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。

　口座振替を利用されますと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関

などに行く手間が省けるうえ、納め忘れもなくとても便利です。

　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に引き落とさせていただくこと

により月々50円割引される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い６ヶ月前
納・１年前納もあり、大変お得です。

　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を

持参のうえ、ご希望の金融機関または年金事務所へお申し出ください。

年金コーナー

国民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです

◇世帯数 1,957世帯（±０世帯）
◇総人口  4,499人  （－14人）
男2,138人　　女2,361人
（７月中の異動）

  出生   ２ 人  死亡    ８人
  転入   ４ 人  転出    12人

平成22年７月31日現在

行　事　予　定

９／５㈰　予土交流球技大会
　〔８：30～／会場：スポーツ交流センター他〕

９／12㈰　中学校体育祭

９／15㈬　敬老式
　〔９：30～／
　会場：コミュニティセンター〕

９／19㈰　西・東小学校運動会

９／26㈰　南小学校運動会

町　の　人　口

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:m-soumu@town.matsuno.ehime.jp
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９月の休日当番医

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成22年９月５日㈰ 鎌 野 病 院
広小路　☎（24）6611

松 浦 内 科 医 院
並　松　☎（23）1122

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

城 戸 医 院
鬼北町　☎（45）1234

平成22年９月12日㈰ 宍戸脳神経クリニック
堀端町　☎（22）0597

山 本 内 科 医 院
本町追手　☎（22）5100　

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

あ べ 医 院
津島町　☎（32）2616

平成22年９月19日㈰ 上 田 外 科
広小路　☎（25）0100

楠 崎 内 科
本町追手　☎（24）2211　

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

旭 川 荘 南 愛 媛 病 院
鬼北町　☎（45）1101

平成22年９月20日㈷ 友 松 外 科・ 胃 腸 科
鶴島町　☎（22）0410

中 山 内 科 胃 腸 科
堀端町　☎（22）0707

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

松野町国保中央診療所
松野町　☎（42）0707

平成22年９月23日㈷ 河野整形外科クリニック
丸之内　☎（22）1822

石 川 循 環 器 科 内 科
中沢町　☎（20）0320

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

篠 原 医 院
鬼北町　☎（45）3370

平成22年９月26日㈰ 林整形外科クリニック
新　町　☎（23）0007

木 村 内 科 医 院
京　町　☎（24）0030

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

大 野 内 科 医 院
鬼北町　☎（45）0141
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スローガン
｢あせらずに

心のブレーキ　常に掛け｣

秋の交通安全運動
期間　９月21日～９月30日

 

運動の重点
◎高齢者の交通事故防止
○ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用
中の交通事故防止（特に、反射材用品
等の着用の推進）
○ 全ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶


